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学習指導計画（保健体育）

         「関心・意欲・態度」（５０％）　・授業の参加の仕方、意欲、態度や提出物の記述内容から

保健  ２年 （１単位）

平成20 年度

科目名
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指導上の留意点・到達目標

・自己の周囲で起き
ている事柄と関連づ
けて学習できるよう
に配慮する。
・妊娠と出産につい
ては、男女相互の協
力や理解に通じる事
に気づかせ、導くよう
に工夫する。
・壮年期と老年期と
の健康を理解するこ
とで家族への配慮が
出来る用にする。

・職業意識を高めさ
せた上で学習にのぞ
ませる様配慮する。
・エイズについて、人
権差別問題と併せて
学習できるよう配慮
する。
・生活習慣病が若年
代より発症し、がん
に関連があることを
理解できるよう配慮
する。

・社会で制度化され
ている保健活動を知
り、将来活用出来る
よう工夫する。

教頭 授業担当者

年度始

(５月)

校長

１、教科書・副教材

大修館書店　現代高等保健体育　　　　大修館書店　　現代保健ノート

２、科目の目標

・個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切に管

　理し、改善していくための資質や能力を育てます。

３、年間授業計画

指　　導　　内　　容 時数（予定/実施）

１
　
　
学
　
　
期

４月
生涯を通じる健
康

・思春期と健康
・性意識と性行動の選択
・結婚生活と健康
・妊娠・出産と健康
・家族計画と人工妊娠中絶
・加齢と健康
・高齢者のための社会的とりくみ

５月

６月

期末考査

／

２
　
　
学
　
　
期

９月
社会生活と健康

考査範囲

１１月

期末考査

１２月

７月

３
　
学
　
期

１月
・働くことと健康
・労働災害・職業病と健康
・健康的な職業生活

２月

３月

・保険制度と保健サービスの活用
・医療制度と医療費
・ 医療機関と医療サービスの活用
・大気汚染と健康
・水質汚濁と健康
・土壌汚染と健康
・健康被害の防止と環境対策
・環境衛生活動のしくみと働き
・食品と環境の保健と私たち

１０月

　　　　　　　　「知識・理解」（３０％）　　　　・定期考査の解答から

５、反省・総括・次年度への改善点

４、評価の方法

　　　　　　　　「思考・判断」（２０％）　　　　・発表内容や提出物の記述内容から

学年末考査

7

／


